
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 209 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 言語文化 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「新編言語文化」 （東京書籍） 

副教材等 
「改訂版読解を大切にする要点プラス体系古典文法」（数研出版） 

「カラー版新国語便覧 新版六訂」（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古典文学を通して、古人の文化・価値観などを読み味わい、古典の楽しみ方を身につけましょう。 

・古語や古典文法の基礎的な知識・技術の習得に努めましょう。 

・小説作品を通して、小説の読解方法の習得を目標とするとともに、生涯にわたって読書を楽しむ習慣を

身につけましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・ 

能力を次のとおり育成することをめざす。 

（１）生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対 

する理解を深めることができるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝 

え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国 

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要 

な国語について、その特質を 

理解し適切に使っている。 

「書くこと」，「読むこと」の各領 

域において，生涯にわたる社会生 

活における他者との関わりの中で 

伝え合う力を高め、自分の思いや 

考えを広げたり深めたりしてい 

る。 

言葉を通じて積極的に他者と関 

わったり、思いや考えを深めた 

りしながら、言葉のもつ価値へ 

の認識を深めようとしていると 

ともに、言語感覚を磨き、言葉 

を効果的に使おうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

筆者の述べる物語と「美しい」と

の関係について考える 

ａ：文化の継承・発展・創造を支える言葉の

働きを理解できている。 

ｂ[書]：作品の内容を踏まえ、自分のものの

見方や感じ方を深め、表現できている。 

ｃ：意見を伝える工夫をしようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 
［教材］  

「美しい」ということ 

会話や行動から登場人物の心

情とその変化を読み取る 

ａ：小説読解に必要な語彙を増やしている。 

ｂ[読]：会話や行動に着目して、心情変化

や展開を理解できている。 

ｃ：本文に描かれた出来事や会話から積極

的に心情の変化を読み取ろうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］  

とんかつ 

古文の言葉と仮名遣いを学ぶ 
ａ：言語文化の特徴的な語句を増やし、文

化的な背景について理解できている。 

ｂ[読]：文章の種類を踏まえ、内容や構成、

展開などについて的確に捉えている。 

ｃ：古文のリズムを感じ取ろうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］  

古文に親しむ 

古文学習のしるべ１ 

極限状態にある登場人物の心

情を読み取り、主題を考える 

ａ：文化的背景への理解を深めている。 

ｂ[読]：作品の内容を踏まえ、主題について

の自分の考え方を深めている。 

ｃ：登場人物の心情変化を読み取り、進ん

で主題を考えようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 
［教材］ 羅生門 

古文の品詞分類表を学ぶ 
ａ：古文の世界に親しむために必要な文語

の決まりや特有の表現を理解できている。 

ｂ[読]：品詞を理解し、古語の辞典の引き方

が身についている。 

ｃ：古文の品詞を理解しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］ 

古文に親しむ 

古文学習のしるべ２ 

２
学
期 

説話のおもしろさを読み取る 
ａ：古典と現代の言葉のつながりを理解でき

ている。 

ｂ[読]：内容を理解し、時代を超えて読み継

がれる古文の魅力を捉えている。 

ｃ：説話のおもしろさを味わおうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］  

児のそら寝 

随筆に表れた作者の考えを的

確に捉える 

ａ：古文の世界に親しむために必要な文語

の決まりや特有の表現を理解できている。ｂ

[読]：作品の成立した背景や他の作品など

との関係を踏まえ解釈を深めている。 

ｃ：作者の考えを進んで捉えようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］  

奥山に猫またといふものありて 

物語に描かれている内容を的

確に捉える。 

ａ：古典読解に必要な古語特有の表現を理

解できている。 

ｂ[読]：歌物語特有の文章校正、展開から

心情の読解ができている。 

ｃ：和歌から心情を理解しようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］ 

芥川 

和歌に託された登場人物の心

情を考える。 
ａ：古典読解に必要な作品の歴史的・文化

的背景を理解できている。 

ｂ[読]：歌物語の和歌を通して、歌のもつ表

現効果について考えを深められている。 

ｃ：和歌に現れた心情を味わっている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］ 

筒井筒 
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※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （    ０    ）時間 

  ・書くこと      …  （    ５    ）時間 

  ・読むこと      …  （   ６５    ）時間 

３
学
期 

漢文の訓読の決まりを理解する

とともに、格言を楽しむ。 ａ： 古典世界に親しむための歴史的・文化

的な背景を理解できている。 

ｂ[読]：作品の内容や解釈を踏まえ、自分

のものの見方、感じ方、考え方を深め、言

語文化について自分の考えを持っている。 

ｃ：中学までに学習した故事成語を発表し、

故事成語の果たす役割について考えようと

している。 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

小テスト 

定期考査 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ノート 

［教材］ 

漢文入門 

訓読の基本 

格言・故事成語 


